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糞尿は農業における重要な肥料であるはずが、化学肥料に代替されて邪魔者に？ 
 
⽜の糞は堆肥に、⼈の糞尿は肥え壺で熟成させたのちに⽥畑へ、という時代ははるか前の江
⼾時代のように思われているが、50 年ほど前の農家では当たり前の光景であった。 
 
そんな天然肥料が使い⾟くなってから幾久しい時が流れた。⽜舎からの排⽔は COD が⾼
く、さらに多くの⼤腸菌が含まれているので、川を汚す原因として嫌われた。 
 
⾦肥（Wikipedia） 
購⼊肥料（こうにゅうひりょう）とも呼ばれ、農家がお⾦を出して購⼊する肥料を指す。こ
れに対して、刈敷・草⽊灰・厩肥など農家による⾃家⽣産が可能な肥料を⾃給肥料と呼ぶ。 
⽇本では江⼾時代中期に都市の発達による商品作物流通の増加と貨幣経済の発達が⾦肥の
需要・供給の双⽅の増加をもたらした。この時代の⾦肥の代表格は⼲鰯・鰊粕などの⿂肥や
菜種油・胡⿇油・綿実油などを⽣産する時に⽣じる油粕などであり、特に⼲鰯は都市に⼲鰯
問屋が形成されるなど広く⽤いられた。近代以後になると⼈⼯的・⼯業的に⽣産された化学
肥料が中⼼的な役⽬を占めるようになった。 
⾦肥は栄養効率が良くか
つ⾃給肥料を確保するた
めの時間を節約すること
が可能であったことから
時代が下るにつれて広く
⽤いられるようになった。
また、⼗分な⾃給肥料の確
保が望めない低湿地への
農地拡⼤に対しても影響
を与えた。 
 
厩肥（きゅうひ/うまやご
え、Wikipedia） 
家畜の糞尿と藁や落葉等
を混合し、⽜⾺に踏ませる
ことで腐熟させた有機質
肥料である。 



しかし、資源の有効利⽤を考えると、糞尿は⽥畑へとリサイクルされるべきである。近代化
学を駆使してこれを実現しようとの取組が新聞記事に紹介されている。メタン発酵は各地
で、特に下⽔処理場にはメタン発酵槽が付属していたりして、すでにおなじみである。この
紹介のプラントの売りは、廃液の処理技術（記事中では排⽔処理）である。⽬論⾒通りの経
済効果が出ると、この技術が広く社会の貢献することになりそうである。 
 
なお、関連する技術を特許庁のデータベースで調べたが、まだ相当する特許出願を⾒出して
いない。 
 
 
アステック（姫路市）のホームページ（http://www.astec-geo.co.jp/company/）より、 
 
⽔処理関連 
⽔処理資材の開発・製造・販売 

原⽔の pH・EC を変えない濁⽔処理材「ドロンパ（TRP-Ai）」 
天然ミネラル⽔処理材「TRP」 
重⾦属吸着材「ヘビメタクリーン（MP シリーズ）」 
バイオキャリア  ろ過フィルター 他 

⽔処理機材の製造・販売・リース・レンタル 
ユニット型⽔処理機 
曝気槽  ⽔⼀番  精密ろ過・淡⽔化装置  UV 殺菌装置 
⼯場排⽔処理  排⽔の循環利⽤  排⽔処理コスト低減 

⽔質浄化ソリューション 
⼯場排⽔処理  活性汚泥処理の効率化  池⽔・お堀浄化 
排⽔循環利⽤  排⽔処理コスト低減 
建築・⼟⽊現場における地下⽔浄化  研究開発で問題解決 
廃⽔処理設備の省電⼒化  海⽔の淡⽔化  有機ヒ素処理   
地下⽔の⾚⽔処理（除鉄） 汚泥減容化  除鉄除マンガン 他 

 
 
 
 
 
 
 
 


